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「市社会福祉協議会」は、
みなさんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりをすすめる
社会福祉法に位置づけられた

民間の福祉団体です。
〈発行〉社会福祉

法　　人 相模原市社会福祉協議会
〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号

市立あじさい会館内
� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～社協さがみはら「みんないいひと」　点字版・録音版～　目の不自由な人にご紹介ください

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～みんないいひとメールマガジン 毎週水曜日 無料配信～　購読申込は市社協ホームページから

～福祉情報文字放送中～　J-COM 2チャンネル　毎日　午前7時～、午後1時30分～、7時～

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～18巻 無料配布中！

子育て支援講座 

ひとりぼっちにならない子育て ひとりぼっちにならない子育て 
～わが子への虐待経験談から学ぶ～ 

～やりたいこと見つけよう 踏み出そうあなたの一歩～ 

　「気がつくとイライラして、子どもに当たってしまいそう」「子ども
がかわいく思えないときがある」どんなにかわいいわが子でも、ひと
りで頑張るのは本当に大変。ひとりぼっちにならない子育てのコツを
学んでみませんか？ 

講　師　福井和恵さん（「子どもを愛したい母の会」代表） 
　子育てがつらい・愛しかたがわからない・子どもを虐待してし
まう等悩みを抱える母親同士の自助グループを運営し、子育てし
やすい社会づくりを目標に活動しています。　 

講　師　相模原市こども家庭支援センター職員 
「相模原市の子育て支援策～虐待防止の取り組み等について～」 

日　時　2月2日（土）午後2時～4時 
会　場　あじさい会館 6階展示室（富士見6-1-20） 
定　員　100名（申込順）※保育あり。2歳～就学前（申込時に要予約） 
費　用　無　料 
申込み　ボランティアセンターへ電話・FAX・Eメールで、講座名「子

育て支援講座」、名前、電話番号、住所をご連絡ください。　 
　　　　　電話042-786-6181・FAX042-786-6182 
　　　　　E-mail：svc@sagamiharashishakyo.or.jp

日時･内容　①2月27日（水）午後2時～4時 
　　　　　「発達障害とは・子どもたちが感じている世界を体験」 
　　　　②3月12日（水）午後2時～4時 
　　　　　「発達障害の理解とサポートの仕方」 
講　師　千谷史子さん（NPO法人ワンダートンネル・橋本発達相談セ

ンター所長、臨床心理士） 
会　場　あじさい会館 6階福祉研修室（富士見6-1-20） 
定　員　50名（申込順） 
費　用　無　料 
申込み　ボランティアセンターへ電話・FAX・Eメールで、講座名「発

達障害講座」、名前、電話番号、住所をご連絡ください。 
　　　　　電話042-786-6181・FAX042-786-6182 
　　　　　E-Mail：svc@sagamiharashishakyo.or.jp

日時･内容　①2月  7日(木)　南保健福祉センター 
　　　　②2月14日(木)　藤野総合事務所 
　　　　③3月  5日(水)　城山保健福祉センター 
　　　　※時間はいずれも午後1時30分～4時 
　　　　※①～③は同じ内容です。ご都合のよい日程にご参加を。 
定　員　各会場35名（申込順） 
費　用　無　料 
申込み　ボランティアセンターへ電話・FAX・Eメールで、講座名「防災

ボランティア講座」、名前、電話番号、住所をご連絡ください。 
　　　　　電話042-786-6181・FAX042-786-6182 
　　　　　E-mail：svc@sagamiharashishakyo.or.jp 

★3月22日(土)～23日(日)には、災害時を想定したボランティア
の受入・調整訓練「防災ボランティアセンター設置訓練」を行い
ます。詳細は上記ボランティアセンターまでお問合せください。 

会　場　市民会館（中央3-13-15） 
定　員　70名（申込順） 
費　用　1,000円（資料代等） 
申込み　NPO法人相模原ボランティア協会へ（1月31日締切） 
　　　　電話・FAX　042-759-7982 
主　催　NPO法人相模原ボランティア協会 

今から始めるボランティア・NPO講座 

2月16日（土）午後2時～4時 
そもそもボランティアってなあに？ 
講師：興梠　寛さん（世田谷ボランティア協会理事長） 

2月23日（土）午後2時～4時30分 
ボランティア　わたしの場合 
市内で活動する先輩ボランティアの体験談 

3月1日（土）午後2時～4時30分 
よく聞く「NPO」って何だ？ 
活動と組織の概要説明・NPO設立模擬体験 

3月8日（土）午後2時～4時30分 
こんな団体がありますよ 
市内で活動するボランティア団体メンバーとの懇親パーティ 
自分にあった団体・活動を見つけましょう。 
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2
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4

「こまった子はこまっている子」 
～発達障害の正しい理解と支援～ 

　アスペルガー症候群やADHDなど、障害が見えづらく集団生活
にうまくなじめない発達障害の子どもたちがいます。「親のしつけ
が悪いのでは？」と周囲から誤解されることも。発達障害の子ども
たち自身の本来の個性、能力を発揮するためには周囲の理解と支
援が必要です。「こまっている子」を支えるために正しい理解とサ
ポートの仕方を学びます。 

　相模原で大規模災害が発生した場合、県外・市外からボランティアが訪
れ、支援活動を行うことが予想されます。外部のボランティアが支援を必
要とする方々に対して効果的な活動を行うためには、地元住民と連携協
力し、支援を必要としている状況などを把握することが必要です。 
　被災地住民となった場合、協力できるその具体
的な方法やしくみについて、昨年発生した新潟県中
越沖地震の事例を通して学びます。 

防災ボランティア講座 災害時、被災地住民にできること 

ボランティア、発達障害、防災… 
みんな身近なことだったんだ！ 
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あなたの身近な を募集します！ 
「
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「
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　3月20日（木）、市社協ホームページを大々的にリニューアルします。
その中で、新たに「いいひと写真館」を創設！日頃皆さんの身近にある
「ちょっといい写真」を市社協ホームページに掲載しませんか？ 
　皆様のご応募をお待ちしております。 

【テ ー マ】 「福祉に関すること」 
地区社協活動、お年寄り、障害者、子どもとのふれあいやボラン
ティア活動など 

【対　　象】 市内在住又は在勤・在学の人 
【募集期間】 1月21日（月）～2月20日（水） 
【応募点数】 1人5点まで 
【応募方法】 ①題名（ふりがな）及び写真コメント（30字以内）、②氏名（ふり

がな）、③電話番号、④メールアドレス、⑤住所（市外の方は勤務
地または学校名）、⑥ニックネーム（任意）をご記入いただき、カ
ラー写真（デジタル画像のみ）を添付の上、Eメール：
tiiki@sagamiharashishakyo.or.jpまで送信してください。3
月20日以降の本会ホームページで掲載します。 
※Eメールで送信できない場合は、CD等の保存媒体でもご応募
いただけます。詳しくはお問合せください。 

【そ の 他】 ①出品料などは必要ありません。 
②作品の返却はいたしません。 
③謝礼等はありません。 
④撮影する被写体の肖像権侵害などの責任は負いかねますの
で、応募者が了解を得てください。 

⑤作品の掲載に伴い、題名及び写真コメント、応募者の氏名また
はニックネームを公表します。 

⑥応募作品の著作権は作者に帰属しますが、本会の広報紙、冊子
等に使用できるものとします。 

⑦応募者の個人情報は「ホームページへの写真掲載」の事務の
目的にのみ使用します。 

問合せ　地域福祉グループ　電話　042-756-5034

非常勤職員（平成20年4月１日採用）の募集 ！ 
1. 地区活動推進員（募集人員 若干名） 
　勤務時間　原則として週3日間、火・水・金曜日（勤務日は祝日を除く）の午前

9時～午後4時。時間外勤務あり。 
　賃　　金　時給960円 
　勤務場所　光が丘公民館他（津久井地域を除く） 
 
2. ボランティアセンター相談員（募集人員 1名） 
　勤務時間　平日の勤務（月～金曜日の午後5時～7時）は、1ヶ月に10日程度。

土・日・祝日の勤務（午前9時～午後5時）は、1ヶ月に5日程度。 
　賃　　金　時給840円 
　勤務場所　南ボランティアセンター 
 
3. あんしんセンター専門員（募集人員 2名）＊要普通自動車運転免許 
　応募資格　社会福祉士、介護支援専門員、社会福祉主事任用資格などの有資格者 
　勤務時間　月～金曜日の午前9時～午後4時（祝日を除く） 
　賃　　金　月額174,500円 
　勤務場所　市社協事務所・南事務所 
 
4. あんしんセンター生活支援員（募集人員 4名）＊要普通自動車運転免許 
　勤務時間　月～金曜日の週3日程度で午前9時～午後4時（祝日を除く） 
　賃　　金　時給840円 
　勤務場所　市社協事務所・城山町地域事務所・津久井町地域事務所・相模湖

町地域事務所 
 
5. ふれあいサービス相談員（募集人員 １名）＊要普通自動車運転免許 
　応募資格　介護福祉士、介護支援専門員、ホームヘルパー1級などの有資格者 
　勤務時間　月～金曜日の午前9時～午後4時（祝日を除く） 
　賃　　金　月額174,500円 
　勤務場所　南事務所 
 
6. 事務局事務補助員（募集人員 各1名） 
　勤務時間　①月～金曜日　午前10時～午後4時30分（祝日を除く） 
　　　　　　②月～金曜日　午前8時30分～午後5時（祝日を除く） 
　賃　　金　時給840円 
　勤務場所　①津久井町地域事務所　②藤野町地域事務所 
 
問合せ　相模原市社会福祉協議会　電話042-756-5034
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相模原市には、22か所の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。
地区社協は、地域住民の皆さんによって運営されており、その地域に必要と
されるさまざまな福祉事業を行っています。
「みんないいひと」では、各地区の地区社協の特徴や主な取組みを毎号ご紹介
していきます。今回のテーマは「未来を担う子どもたちへ～福祉を身近に感
じてもらうための取り組み～」です。

小山地区社協「明るい声が地域を支えます」
～ 福祉活動の基盤は子どもたちの参加から ～

　小山地区には向陽小学校・小山中学校があり、自治会をはじめとする
様々な地域団体と親しい連携をしてきました。そんな地域の特徴を生か
し、小山地区社協（久保田昇会長）では、子どもたちの地区社協事業へ
の参加を積極的に勧めています。
　取り組みの発端は住民交流事業「ふれあいのつどい」です。身近な福
祉のまちづくりを進めるためには、子どもから大人までみんなが楽しめ
る交流が必要だとの声から、子どもたちの参加を学校と相談しました。
地域と学校のつながりを基に、地区社協は楽しいコーナーを増やしてみ
んなで福祉体験に参加できる工夫をしています。
　この話し合いをきっかけに、小学生向けの「ジュニアボランティアス
クール」も始まりました。夏の暑い中、様々な福祉体験を終えた小学生
たちは、「小山地区社協事業協力スタッフ」の一員として、模擬店の運
営や子ども向け福祉活動の中心的役割を担っています。　
　「福祉活動への参加はわりと年配者が多いので、子どもたちが参加し

てくれると笑顔とエネルギーと勇気を
もらうことができます。将来が楽しみ
ですね」と地区社協の役員さんたち。
　小山地区社協では、大人向けの福祉
講座や講演会、乳幼児とその親などを対
象とした子育てサロンなども開催し、世
代を超えて誰でも参加できるボランティ
ア活動の促進に力を注いでいます。

問合せ：小山地区社会福祉協議会（小山公民館内）
電話 042－755－7500

大沢地区社協「地域づくりに子どもたちの力を」
～ 未就学児から高校生まで参加できる福祉活動 ～

　大沢地区社協では様々な福祉活動を行っていますが、特に子どもたちの
福祉の心を育むことに力を入れています。幼稚園・保育園児の活動として、
ひとり暮らし高齢者を対象とした「ひなまつり交流会」を行ったり、地区内に
ある県立相模原総合高校の生徒によるサロン活動の支援を行っています。
「サロンをやってみたい」という高校生たちの思いを大切にしようと、地区
社協が自治会や民生委員児童委員の理解や協力を得ながら、立ち上げ及び
運営のお手伝いをしてきました。
　そして今年、新たな取組みとして、小学生に高齢者への「給食サービス」
のお弁当に添える手紙を書いてもらったり、中学生に「赤い羽根街頭募金」
や「福祉バザー」などの地区社協事業に参加してもらいました。大沢地区社
協では、今年度から部会制度を取り入れており、小学校長や中学校長、ＰＴＡ
の方々が部会員として参加してくださっていることが、新たな活動に繋がり
ました。
　「子どもたちが地区社協の活動に参加してくれるようになって、地域の中
で挨拶が交わされるようになった。部会員の様々な意見やアイデアを反映

しながらよりよい活動をしていきたい。そし
て子どもたちが大人になったときに『良い地
域で育った』と思えるようにしたい」と大沢
地区社協瀬間優会長は話されます。
　子どもたちが福祉活動への参加を通して
豊かな心を育める、そんな地域づくりをめざ
します。

問合せ：大沢地区社会福祉協議会（大沢出張所内）
電話 042－761－2610
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こ
と
。「
実
際
、
利
用
者
さ
ん

の
お
話
は
問
題
点
の
指
摘
よ
り
も

日

常
生
活
の
さ
さ
い
な
不
安
や
悩
み
を

ゆ
っ
く
り
聞
い
て
ほ
し
い

と
い
う
趣

旨
の
も
の
が
大
半
で
す
」

佐
藤
さ
ん
は
自
称

会
社
人
間

で
、

定
年
ま
で
は
全
く
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
は
縁
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

「
退
職
後
、
何
か
地
域
の
活
動
に
参
加

し
よ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
尋
ね
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

地
元
で
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
活
動
を
通

し
て
施
設
の
職
員
の
方
々
と
も
知
り

合
い
、
福
祉
は
専
門
家
と
市
民
が
一

緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
気

付
か
さ
れ
た
こ
と
が
、
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
ネ
ッ
ト
さ
が
み
は
ら
」
代
表
の

岸
茂
子
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
福
祉

施
設
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
佐
藤
さ
ん
の
よ
う
な
活
動
者
の

確
保
が
間
に
合
わ
な
い
の
が
悩
み
で

す
」
と
の
こ
と
。
佐
藤
さ
ん
も
「
福

祉
分
野
で
の
経
験
や
資
格
の
有
無
と

は
関
係
な
く
、
関
心
と
熱
意
が
あ
れ

ば
取
り
組
め
ま
す
。
む
し
ろ
専
門
家

で
な
い
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
、
市
民
と
し
て
の
立
場
で
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
へ
の
多

く
の
市
民
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。

問
合
せ

相
模
原
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
松
が
丘
園
内
）

電
話
０
４
２
・
７
５
８
・
２
１
２
１

橋
本
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
橋
本
）、
ビ
バ
ー
チ
ェ
共
和
店
、
�
車

イ
ス
社
交
ダ
ン
ス
普
及
会
相
模
原
支
部
（
大
野
北
）、
相
模
原

市
パ
ン
菓
子
工
業
組
合
、
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
婦
人
会
（
大
野

中
）、
相
模
原
南
遊
技
場
組
合
、
相
模
女
子
大
幼
稚
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

�
翠
葉
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
大
野
南
）、
㈱
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
大
沢
）、
光
明
学
園
相
模
原
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
光
明
学
園
相

模
原
高
等
学
校
空
手
道
部
保
護
者
会
、
光
明
学
園
相
模
原
高

等
学
校
図
書
委
員
会
、
�
神
奈
川
県
柔
道
整
復
師
会
相
模
支

部
（
麻
溝
）、
神
奈
川
職
業
自
立
能
力
開
発
推
進
協
議
会
、
神

奈
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
、
小
田
急
相
模
原
ア
ク
ト
南

口
一
番
街
商
店
街
振
興
組
合
（
相
模
台
）、
相
模
野
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
（
城
山
）、
手
作
り
＆
リ
メ
イ
ク
青
い
鳥
、
県
立
津

久
井
高
校
定
時
制
２
年
Ａ
組
、
む
ぐ
ら
会
、
14
期
な
か
よ
し

会
（
津
久
井
）、
全
国
大
陶
器
市
振
興
組
合
、
神
奈
川
県
電

気
工
事
工
業
組
合
、
㈱
東
京
新
聞
シ
ョ
ッ
パ
ー
社
町
田
相

模
原
支
社
（
市
外
）

▼
障
害
者
福
祉
の
た
め
に
　
相
模
原
け
や
き
の
会
（
清
新
）、
相
模

原
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
、
谷
内
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
（
大
野
南
）

▼
交
通
遺
児
の
た
め
に
　
相
模
原
交
通
安
全
協
会
青
葉
支
部

（
光
が
丘
）

〔
個
　
人
〕

▼
布
類
等
　
川
村
博
章
（
田
名
）

▼
車
い
す
　
金
杉
美
佐

子
（
上
溝
）

▼
文
房
具
　
和
田
毅
（
大
野
中
）

▼
乗
用
車
　
柳
川
茂
（
市
外
）

▼
商
品
券
等
　
匿
名
２
件

〔
企
業
・
団
体
〕

▼
創
作
品
　
泰
政
園
（
清
新
）

▼
布
類
等
　
源
悟
山
顕
正

寺
（
相
模
台
）、
夢
ク
ラ
ブ
奈
良
井
親
和
会
（
津
久
井
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
等
　
ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス
社
（
市
外
）

寄
付
物
品

〔
個
　
人
〕

▼
社
会
福
祉
の
た
め
に
　
佐
藤
榮
一
（
小
山
）、
大
谷
仁
作

（
清
新
）、
小
川
恒
　
（
光
が
丘
）、
森
郁
代
（
大
野
中
）、
一
星

暁
、
古
瀬
キ
ク
ヱ
（
大
野
南
）、
矢
沢
守
（
大
沢
）、
大
久
保
は

つ
子
（
新
磯
）、
飯
田
利
宇
（
相
模
台
）、
奥
山
義
子
（
城
山
）

▼
少
年
院
図
書
代
の
た
め
に

河
本

一
（
大
野
北
）

〔
企
業
・
団
体
〕

▼
社
会
福
祉
の
た
め
に
　
㈱
ア
・
ド
マ
ニ
ー
（
小
山
）、
養
老

乃
瀧
　
相
模
原
駅
前
店
（
清
新
）、
県
水
相
ゴ
ル
フ
会
（
中
央
）、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
彩
（
星
が
丘
）、
ス
マ
イ
ル

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ー
チ
（
光
が
丘
）、
旭
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
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「
感
染
爆
発
〜
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威
〜
」
マ
イ
ク
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
著
　
　
紀
伊
国
屋
書
店

月　の
すめ本

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
福
祉
の
向
上
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
地
域
住
民
の
参
加
と
支
え
あ
い
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に
ご
寄
付

を
寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
・

順
不
同
（

）
内
は
地
区
名

〜
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

一
人
ひ
と
り
が 

寄
付
金

受講生(経験者対象)募集！ 

対　　象　市内在住か在勤、在学の18歳以上の人 
申込方法　市社協事務所または各地域事務所にある応募用紙に必要事項を記入

の上、市社協事務所(あじさい会館4階)に持参（土・日・祝日を除く）ま
たは郵送（必着） 

問 合 せ　在宅福祉グループ　電話042－756－5034

手話通訳者・基本課程 (全24回) 
（手話経験2年以上で通訳者を目指す方） 

手話奉仕員・基礎課程 (全36回) 
（手話経験１年以上の方） 

開 

催 

日 

程 

募
集
期
間 

4月9日～12月17日 
水曜日 午後7時30分～9時30分 
※詳細日程は応募要領に記載 
会　場　あじさい会館 
受講料　2,000円程度（テキスト代） 
定　員　20名 

4月11日～2月28日 
金曜日 午後7時30分～9時30分 
※詳細日程は応募要領に記載 
会　場　あじさい会館 
受講料　2,000円程度（テキスト代） 
定　員　30名 

2月15日（金）～27日（水） 
実技試験により選考 
選考日　3月9日（日） 

3月5日（水）～14日（金） 
実技試験により選考 
選考日　3月 23日（日） 

（弁護士による権利擁護相談） 法律相談  法律相談  法律相談  ～相談は個別、無料です。秘密は守ります！～ 

◆ 開設日時 ◆ 2月28日(木)・3月27日(木) 午後1時20分～4時 
　　　　　 　（お一人の相談時間は40分間です） 
◆ 場　　所 ◆ あじさい会館6階　権利擁護相談室 
◆ 対　　象 ◆ 高齢者、障害者とその家族 
◆ 予約受付時間 ◆ 月～金曜日　午前8時30分～午後5時 
　　　　　　 （事前に電話予約をしてください） 
◆ 問合せ・申込み ◆ 相模原あんしんセンター 電話042-756-5034

″

″

″

″

ワンポイント 
レッスン No.2

　手話を知らなくても、耳が聞こえない人と話すことができます。紙に書いたり、短い言葉
なら相手の手の平に書いて伝え合うこともできます。顔を見ながらゆっくりはっきり話すこ
とで伝えることもできます。 
　見えるものは指で示したり、ジェスチャーで伝える工夫もしてみてください。助けを求められた
ら、相手の様子に合わせてコミュニケーションをとってください。（No.3は平成20年5月20日号） 
問合せ　市障害福祉課　電話 042-769-8355

耳が聞こえない人たちは、街の中などで皆さんに手助けをお願いする
ことがあります。そんな時に役立つ手話をぜひ覚えてください。 

【助けて】 

【手伝ってください】 
親指を立てて握った手に 
もう片方の手の平を 
自分に引き寄せるように 
数回当てる 

「その人らしく生きるために」 
～相模原福祉オンブズマン活動中～ 
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～心の病を持つ方たちへの理解と支援方法を学ぶ～ 

日　時　2月2日（土）～3月1日（土）毎週土曜日と体験学習1日・全6回 
　　　　午後１時30分～3時30分（3月1日のみ午後4時終了） 

上記日程以外に2月12日（火）～29日（金）までの間に市内精
神障害者施設等での体験学習を1日設けます 

会　場　市民会館（中央3-13-15） 
定　員　50名（申込順） 
費　用　500円（資料代等） 
申込み　ボランティアセンター　電話042-786-6181 
主　催　相模原市精神保健ボランティアグループ「ひびき」 
後　援　社会福祉法人相模原市社会福祉協議会 

　統合失調症など心の病を持つ方たちが安心して地域生活を送るため
には、大勢の理解者と日常生活を支援するボランティアが必要です。
精神障害者の方たちとの交流を通じて、病気に対する正しい理解と支
援のあり方を学びます。 

精神保健ボランティア養成講座 

http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

ボランティアに関する相談・活動内容等のお問い合わせは

電話 042-786-6181　FAX 042-786-6182
Eメール : svc@sagamiharashishakyo.or.jp

ボランティアセンターまで（富士見6-1-20 あじさい会館4階）

電話 042-784-3393　FAX 042-784-6142
Eメール : tsukui@sagamiharashishakyo.or.jp

　つくいボランティアセンターまで（津久井町中野633津久井総合事務所第2別館1階）

電話 042-685-1033　FAX 042-685-1131
Eメール : sagamiko@sagamiharashishakyo.or.jp

　さがみこボランティアセンターまで（相模湖町若柳1203-2さがみ湖リフレッシュセンター2階）

電話 042-687-3361　FAX 042-687-4049
Eメール : fujino@sagamiharashishakyo.or.jp

　ふじのボランティアセンターまで（藤野町小渕1992藤野中央公民館1階）

電話 042-765-7085　FAX 042-765-2185
Eメール : smvc@sagamiharashishakyo.or.jp

　南ボランティアセンターまで（相模大野6-22-1 南保健福祉センター1階）

ボランティア情報載せてます！ボ
ホームペー

ジ
ホ

に

電話 042-783-1212　FAX 042-782-4050
Eメール : shiroyama@sagamiharashishakyo.or.jp

　しろやまボランティアセンターまで（城山町久保沢2-26-1城山保健福祉センター2階）

�定　員：各会場20名（同じ内容です） �受講料：無料
�申込み：①④に参加希望の方はボランティアセンターまで 電話 042-786-6181

②③に参加希望の方は南ボランティアセンターまで 電話 042-765-7085

開催日

① 2月12日（火）

② 2月20日（水）

③ 3月13日（木）

④ 3月18日（火）

時　間

午後7時00分～9時00分

午後1時30分～3時30分

午後7時00分～9時00分

午前10時00分～正午

場　所

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター ボランティア活動室

南保健福祉センター ボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

内　容

ボランティア
としての基礎
知識と実際の
活動紹介

ボランティア予備校
ボランティア活動をはじめたいと考えている方々のために

ユニセフへの寄付と 
　　　　　　　社会福祉の推進が 

入れ歯
 

回収で
 入れ歯
 

回収で
 

　市社協では、不要となった入れ歯の回収ボックスをあじさい会館に設置
しています。この事業は、相模原市の協力のもと、NPO法人日本入れ歯
リサイクル協会との連携により実施しています。 
　入れ歯には、金・銀などの希少金属が含まれており、リサイクルで生じ
た益金が日本ユニセフ協会と市社協にそれぞれ寄付されます。 
　不要になり家庭にしまっていたり、処分しようとされている入れ歯があ
りましたら、是非この回収ボックスをご利用ください。 
　皆様のあたたかい善意が、相模原市の社会福祉を推進する大きな原動力
になりますので、是非ご協力ください！ 
問合せ　総務グループ　電話 042－730－3888

社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 
あじさい会館 1月21日（月）、2月3日（日）、3月3日（月） 
南保健福祉センター 2月9日（土）、10日（日） 
さがみ湖リフレッシュセンター 毎週日曜日及び休日 

次号社協さがみはら「みんないいひと」161号は
2008年（平成20年）3月20日発行

○障害者地域作業所
ポップコーン 非常勤職員募集

○ケアハウスこもれび
入居者募集
対　象 介護保険で要支援1～要介

護2程度で自立生活ができ
る方　

費　用 月額　79,230円～
申込み・問合せ ケアハウスこもれび(大野台4-4-36)

電話　042-757-7330

○自分に役立つ、みんなに役立つ
「東林いきいき塾」開催
内容 地域の福祉活動を気軽にお手

伝いいただくためのボランテ
ィア講座（3回）

日時 ①2月13日(水)午後1時～4時
②2月16日(土)～3月3日(月)の1日
③3月5日(水)午後1時～4時

会場 東林公民館ほか
費用 無料
問合せ 東林地区社協（東林出張所内）

電話 042-744-5161

○里親説明会
～里親になりませんか～
日時 ①2月9日(土)、②3月8日(土)、

③3月19日(水)
午後2時～4時30分

会場 ①中心子どもの家、②児童相
談所、③あじさい会館

内容 親の病気、離婚、虐待などに
より家庭養育が困難なお子さ
ん迎え入れ養育する里親制度
の説明会

問合せ 相模原児童相談所
電話 042-750-0002

○(仮称)特別養護老人ホーム
第2柴胡苑　介護職員募集
日　時 平成20年3月1日以降
勤　務 4週8休（土日祝日、夜間

勤務有）
賃　金 法人規定による
その他 施設内保育園完備
問合せ 特別養護老人ホーム柴胡苑

電話 042-761-8118

内　容 身体障害者の日中介助など
の援助指導員

日　時 月～金曜日のうち週3回程度
午前10時～午後4時（実働5H）

場　所 麻溝台6-10-16
賃　金 時給800円(各種手当、賞与有)
対　象 普通運転免許のある方
問合せ ポップコーン作業所 山

電話 042-766-5850

○ホームヘルパー2級養成講座
受講生募集
日　時 2月15日(金)～5月31日(土)

（うち22日間）
午前9時30分～午後5時

会　場 サンエールさがみはら及び
厚木YMCA福祉専門学校

対　象 市内在住又は県内在勤の方
定　員 40名（申込順）
費　用 75,000円
申込み・問合せ 2月8日までにはがきで住

所・氏名・生年月日・電
話番号記入の上、〒229-
1104 東橋本3-5-18
神奈川高齢者生活協同組合
事務局　大野良三まで
電話　042-773-7915


